
処遇改善に関する具体的な取り組み 

 

・特定加算 処遇改善に向けた取り組みの見える化 

・介護職員の処遇改善につきましては、令和元年（2019 年）10 月の消費税引き上げに伴う介

護報酬改定において「介護職員等特定処遇改善加算」が創設され、当法人におきましても加算算

定を行っております。当該加算を受けるためには以下の要件を満たしている必要があります。 

  

＜介護職員等特定処遇改善加算の算定要件＞ 

1.現行の処遇改善加算（Ⅰ）から（Ⅲ）を取得していること。 

2.介護職員処遇改善加算の職場環境要件に関し、複数の取り組みを行っていること。 

3.介護職員処遇改善加算に基づく取り組みについてホームページの掲載等を通じた「見える化」

を行っていること。 

  

※ 3 の「見える化」要件とは、新加算の取得状況や賃金改善以外の処遇改善に関する具体的な

取り組み内容を、介護サービス情報公表制度や自社のホームページを活用して、外部から見える

形で公表することです。 

  

以上の要件に基づき、当法人における処遇改善に関する具体的な取り組み（賃金以外）について、

以下のとおり公表いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・当法人における処遇改善に関する具体的な取り組み（賃金以外） 

 

区分 職場環境要件項目 当法人としての取り組み 

入職促進に向け

た取り組み 

法人や事業所の経営理念やケア方針・

人材育成方針、その実現のための施策・

仕組みなどの明確化 

OJT 資料を基にオリエンテーションを行い、経営理念

やケア方針を共に確認しております。また先輩職員が

同行出来るよう勤務を調整し作成しております。 

資質の向上やキ

ャリアアップに

向けた支援 

働きながら介護福祉士等の取得を目指

す者に対する実務者研修受講支援や、

より専門性の高い支援技術を取得しよ

うとする者に対する喀痰吸引研修、強

度行動障害支援者養成研修、サービス 

提供責任者研修、中堅職員に対するマ

ネジメント研修の受講支援等 

職員の資格取得、研修受講を積極的に推奨し、その受講

料や研修費等の一部補助を行っております。介護職員

実務者研修をはじめその他の研修等では、勤務シフト

を考慮し職員が資格取得、研修や講習を受けやすい環

境を整えています。資格取得者に対して、給与や昇給等

の処遇面で評価しております。 

両立支援・多様

な働き方の推進 

職員の事情等の状況に応じた勤務シフ

トや短時間正規職員制度の導入、職員

の希望に即した非正規職員か正規職員

への転換の制度等の整備 

産前産後休暇または育児休暇や介護休暇及び短時間勤

務の制度も行っています。また、育児休暇後の家庭環境

に応じた時短勤務や配属場所の変更を職員の希望に沿

った形で対応しております。計画的に有給休暇が取得

出来る様、勤務シフトの作成を行っています。 

腰痛を含む心身

の健康管理 

事故・トラブルへの対応マニュアル等

の作成等の体制の整備 

介護技術・安全管理委員会を設置し月 1 回定期的に開

催。各種事故対応マニュアルや BCP 等を整備し、ヒヤ

リハットや事故報告書等を活用して、出来事を分析、再

発防止に努めております。マニュアルの活用により全

職員が不安なく安心して速やかに事故等に対応できる

ように取り組んでいます。  

生産性向上のた

めの業務改善の

取り組み 

５S 活動（業務管理の手法の１つ。整

理・整頓・清掃・清潔・躾の頭文字をと

ったもの）等の実践による職場環境の

整備 

月１回の業務改善員会等で意見を出し合い、各事業所

で実践し翌月にはその効果や成果を確認し合っており

ます。またチェック表を用いて第３者が５S 活動を評

価する体制を設けております。 

やりがい・働き

がいの醸成 

ミーティング等による職場内コミュニ

ケーションの円滑化による個々の福

祉・介護職員の気づきを踏まえた勤務

環境や支援内容の改善 

各事業所で定例会議・研修を行い必要な情報の共有を

図っております。また各事業所、各委員会等にてミー

ティングを通し、職場内コミュニケーションを円滑に

図れるよう取り組んでいます。           

 


